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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　Chromosomes 　were 　isolated　enzymatically 　from　young　lcaves　of ‘Tanikawa −Buntan’pummelo （an
uncertain 　hybrid　with 　Citrus　grandis），

‘Yoshida −Ponkaガ mandarin （C 　reticutata 　Blanco），

‘Mukaku −
Kishu ’（C 　kinokuni　Hort，　ex 　Tanaka），　aロd　soul 　orange （C 　aurantium 　Linn、）．　The　chromosomes 　were

stained　with 　Giemsa，　chromomycin 　A3 （CMA ），　and 　quinacrine　mustard （QM ），

　In　CMA 　staining ，　five　characteristic　banding　patterns（types　A ，　B ，　C，　D 　and 　E ）were 　observed ，　The
chromosome 　compositions 　with 　different　CMA 　banding　patterns　were 　3A ＋2C ＋ 4D ＋ 9E　for‘Tanikawa −
Buntaガ

，　IB ＋ 1C ＋9D＋7E　for　
‘Yoshida−Ponkan ’

，　IC＋8D＋9B　for　
‘Mukaku −Kishu ，

，　and
lB ＋2C＋8D＋7E　for　sour 　orange ．　The 　chromosome 　composition 　in‘Mukaku −Kishu’was 　identical　with
koji（C 　leiocarpa　Hort．　ex 　Tanaka ）．

　The　 sour 　 orangc 　 had　a　type　 C　 chromosome 　 with 　 an 　elongated 　 second 　constriction ．　 Some
chromosomes 　classified　as　the　same 　CMA 　type　exhibited 　different　 Telative 　sizes　in　Ihe　CMA （＋）
Iegions ．　Type 　D　chmmosomes ，　which 　were 　not　classifiable 　on 　the　basis　of　chlomosomo 　lengths　were
categorized 　into　two 　groups　in

‘Mukaku − Kishゴ and 　lhree　groups　in【he　sour 　orange 　based　on 　the
relative 　sizes　of　their　CMA （＋）regions ．

　Therefore
，　the　re 置ative 　sizes　of　CMA （＋）regions 　are 　useful 　as 　indices　for　chromosome 　classification

so　that　the　rclationships　within 　the　genus　Citrus　could 　be　established ．

Key 　Words ： chromosome ，　citrus ，
　CMA 　banding　pattern．

緒　　言

　 カ ン キ ツ 類 の 中期染色体長は 1−4 μ m と短 く，互い に

形態が 似 て い るた め，個 々 の 識別が困難で あ る．近年，蛍

光色素 ク ロ モ マ イ シ ン A3 （CMA ）お よ び 4’−6−di−

amidino −2−phenylindole（DAPI ）を用 い た 対比染色 に よ

り，数種の カ ン キ ツ 類に つ い て 種子根端 の 染色体構成が

明 ら か に さ れ て い る （Guerra， 1993；Matsuyama ら ，
1996 ；Miranda ら，1997）．

　Befu ら （2000）は，幼葉を用 い た染色体標本作製法を確

立 した ．ま た，数種 カ ン キ ツ の 幼葉を用 い て ，CMA （＋）
領域の 位置 に よ る分染パ ターン に基づ き，カ ン キ ツ 染色

体 を 5 つ の グル ープ 1両端お よ び 動原体近傍に CMA （＋）

領 域を持 つ A 型 ，一方 の 端部お よ び動原体近 傍 に

CMA （＋）領域を持っ B 型，両端 に CMA （＋）領域を持 っ C
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型，一方 の 端 部 に CMA （＋）領 域を 持 っ D 型 お よ び

CMA （＋）領域 を持た な い E 型 ］に分類 し，こ れ らの カ ン キ

ツ の 染色体構成を明らか に した （別府 ら，2001）．ほ とん

どの 種および品種 で は，A 型 か ら E 型 の い ず れ か に お い

て染色体数が奇数 で あ り，カ ン キ ツ に お い て は減数分裂

に際 し，必ず しも同型 の 染色体が対合す る と は 限 らない

と考え られた ．さ ら に染色体長 の 比較を行 う こ とに よ り，

染色体 を 5 つ 以上 の グル ープに分類で きる種 および品種

が存在す る こ とを明らか に し た，しか し，概 して D 型お

よび E 型染色体の 個 々 の 識別は 困難で あ り，何 ら か の 指

標に 基 づ く更に詳細な 分類が必要で あ る．

　カ ン キ ツ と同様 に 中期染色体長の 短 い イ ネ に お い て は ，

画像解析 に よ る核 型 分析が 試 み ら れ て い る （FukUi・

Iijima，199ユ；Iijimaら，1991）．こ の 手法は，染色体長，

短腕 1長腕比，各染色体の 凝縮 の 速 さの 違い に よ る凝縮パ

タ
ー

ン お よ び染色体の 視覚的な 形態的特徴 に 基 づ き， 各

染色体 の 特徴 を記述 し分類す る もの で あ る．

　カ ン キ ツ 染色体 の ギ ム ザ染色像は，ウ ン シ ュ ウ ミカ ン

な ど を除い て ，通常
一
様に濃染さ れ，凝縮 パ タ

ー
ン に よ
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る分類は困難で ある．しか し，筆者 ら が こ れまで に染色

体を観察す る 中 で，視覚的な形態的特徴に は い くつ か の

パ ターン が 観察 され た こ と か ら，こ れ を指標 と し て染色

体を い くつ か の グ ル ープ に分け られ る可能性が考え られ

た．ま た ，複数 の カ ン キ ツ類 の 染色体を比較する と，

CMA （＋）領域を有す る A 型か ら D 型 まで の 染色体 に お い

て ，CMA （＋）領域の 相対的な大き さ に違い がみ られる場

合も観察さ れ る．

　本研究に おい て は，CMA （＋）領域 の 位置に よ る染色体

の 分類に加え，CMA （＋）領域 の 相対的 な大き さ や染色体

の 形態的特徴およ び染色体長に よ る カ ン キ ツ 染色体の識

別の有効性を検討 した．

材 料 お よ び 方 法

　高知大学農学部植栽の 購入苗，
‘

吉田ポ ン カ ン
’
（Citrus

reticulata 　Blan◎o）お よ び ダイ ダ イ （C 　aurantitun 　Linn．），

高知県果樹試験場に植栽 され て い る
‘
谷川文旦

’
（C 　gran−

disが 関与 した不明雑種）および
‘
無核紀州

’
（C 侮πo肋 寵

Hort．　ex 　Tanaka）を 用 い た ．4月上旬 に 長 さ 3−5mm の 幼

葉を採取 し，2mM オ キ シキ ノ リ ン で 20℃ ， 3時間 の 前

処理 を行 っ た後，固定液 （メ タ ノ
ール ：酢酸 ＝3：1）で固定

し，酵素解離法 （Befuら ， 2000）に よ り染色体標本を作製

した．

　プ レパ ラ
ー

トを室温 で 乾燥 した後，ギ ム ザ ， クロ モ マ

イ シ ン A3 （CMA ），お よ び キ ナ ク リ ンマ ス タード（QM ）染

色を行い ，検鏡 した．各染色法は，Befuら （2000）に 準 じ

て 行 っ た，

　ギ ム ザ染色 に 関して は OLYMPUS 　BX50 生物顕微鏡で

検鏡 し て 写 真撮 影 を行 っ た ．蛍 光 染 色 に 関 し て は

OLYMPUS 　BX −FLA 落射蛍光装置を用い ，
　 BV 励起 （励

起 フ ィ ル タ 400−410nm ，吸収 フ ィ ル タ 475   ）で 検鏡

して写真撮影を行 っ た．写真撮影に は 全 自動写真撮影装

置 OLYMPUS 　PM −　20 を用 い た．

　CMA 染色像 15核板を調査 し，　 CMA バ ン ドパ ターン

に よ る染色体 の 分類を行 っ た。CMA バ ン ドパ タ ー
ン の 鮮

明 な 10核板の QM 染色像を用い て，写真上 で短腕お よ び

長腕 を測 定 し，そ の 和を 染色体長 と し た ．さ ら に ，

CMA （＋）領域 の 相対 的な大き さ や染色体 の 形態的特徴お

よ び染色体長に よ るカ ン キ ツ 染色体 の識別 の有効性を検

討 した．そ の 指標に 基 づ い て 明確 に 再 分類 で き た 核板

Flg．1．　 Chromosomes 　of
‘
Tanikawa −Buntan’（1 ，ll），

‘Yoshida−Ponkan’（皿 ，IV）and
‘
Mukaku −Kishu’（V ，

　　 VI）stajned 　with 　Giemsa（1 ，Hl，V ）and 　CMA （n ，IV，VI）．　Scale　bar＝5 μ m ．
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6’−10核板 を用 い ，染色体長の 比較を再度行 っ た，

結　　果

　
‘
谷川 文旦

’
の 染色体 構 成は， 15 核板全 て に お い て

3A ＋2C ＋4D ＋9Eで あ っ た （第 1図 1， 皿 ， 第 1表 ）．3本
の A 型 染色体 および 2本の C 型染色体は，各 々 ，染色体

長が有意に異な り，互 い に 識別す る こ とが で きた （第 2

表 ）．9本の E 型染色体の うち，染色体長の 長 い 3本は染

色体長が有意に 異 な り1 互 い に 識別 で きた．残 りの 6本 は

染色体長 に 基 づ き，長 い 2本，中程度 の 3本，最 も短 い も

の 1本に分け られ た ．そ の 結果，E 型染色体 を 6 つ の グ

ル
ープ に 分ける こ とが で きた．3本 の A 型染色体 の う ち，

1本 は動原体近傍 の CMA （＋）領域が両端の もの に 比 べ て

大きか っ た．残 りの 2本は，動原体近傍お よ び 二次狭窄の

あ る腕の 端部の CMA （＋）領域 の 蛍光が や や小さ か っ た ．

前者を A − 1 ，後者を A − llとした （第 1図 皿 ）．2本の C

型染色体 は ，両端 の CMA （＋）領域 の 大 き さ が同程度の も

の と一方の CMA （＋）領域が や や小さい もの に識別できた．

前者を C − 1，後者を C − ll（第 1図 ll）と した．こ の分類

に 基 づ き， 10核板に つ い て染色体長 の 比 較を 再度行 っ た

（第 2表）．2本の A − E 型染色体は染色体長が有意に 異 な

り，互 い に識別で き た．C − 1 型染色体と C − H 型染色体

は，CMA （＋）領域の 大 き さ だ け で な く，染色体長 も有意

に 異な っ た．E 型染色体 は前述同様に 6つ の グル ープ に分

け られ た ．

　
‘
吉田ポ ン カ ン

’
の 染色体構成は，ユ5核板中 10核板 に お

い て ， 1B＋1C＋9D＋7E で あ っ た （第 1図皿，　 IV，第 1表 ）一

残りの 5核板で は，分染パ タ ー
ン が不明瞭で 染色体構成を

明らか に で きな か っ た．以下 の 種 および品種 に お い て も，

同様の 理 由か ら染色体構成を明確に判断で きな い 核板が

あ っ た．い ずれ の 型 の 染色体 も染色体長 に有意差 は な く，

互 い を識別す る こ とが で きな か っ た （第 3表）．D 型染色

体 は，CMA （＋）領域の 大きさ が 中程度 の もの 7本，小さ

い も の 1本，大き い もの 1本で あ っ た，前 か ら D − 1 ，D

Table　1．　 CMA 　banding　patterns　anCl 　chromosome 　compOsi −

　　　 tions　of
‘Tanikawa　 Buntan’pummelo ，

‘Yoshida−

　　　 Penkan’，
‘Mukaku −Kishu’and 　sour 　orange ．

CMA 　b 羇nding 　pattems 　and 　 Number

chromosome 　compositiolls 　　of 　cellsz

一ll，　 D 一
皿 と し（第 1図 IV　），6核板に つ い て 染色体長の

比較を再度行 っ た （第 3表 〉 い ずれ の 型 の染色体 も染色

体長に有意差 は な く，互 い に識別す る こ とが で きなか っ

た．

　
‘

無核紀州
’

の染色体構成は，15核板中 12核板に おい

て ，1C＋8D ＋9E で あ っ た （第 1図 V ，　 VI，第 1表 ）．9本
の E 型染色体の うち ， 染色体長の最 も長い 1本は ，他 の

染色体 と染色体長が有意に異な り識別で きた （第 4表 ）．

C 型染色体 は一方 の 端部 の CMA （＋）領域が 他方 に 比 べ 小

さか っ た．D 型染色体は，　 CMA （＋）領域の 大き さ が 中程

度の もの 5本，小さい もの 3本で あ っ た．前者を D − 1 ，

後者を D − llと した （第 1図VI　）．　 E型染色体 の 1本は短腕

端部か ら極小の断片が 伸長 して い た ．こ れを E −・llとし，

そ の 他の E 型染色体を E − 1 とした．8核板に つ い て染色

体長 の 比較を再度行 っ た が ，
い ず れ の 型 の 染色体 も染色

体長 に有意差 は な く，互 い に識別す る こ と が で き な か っ

た （第 4表）．

Table　2．　 CMA 　banding　patterns　and 　chromosome 　lengths　in

　　　
‘Tanikawa−Buntan’pummelo ．

Classification　without 　relative 　 Classification　with 　relative

sizes 　of 　the　CMA （＋）regions 　 sizes　of　the　CMA （＋）regions

CMA 　Chromosome 　le皿gth　CMA 　Chromesome 　lengthx

bandZ　　　　（μm ）　　　　bandy　　　　 （μ m ）
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．47gh3

．65b3
．35c3

，05de2

．73fg2

，6192
．32hi2

，22hi2

．09i1

，82j
‘Tanikawa−Buntan’

‘Yoshida−Ponkan’

‘Mukaku −Kishu ，

SQur 　erange

3AY ＋2C ＋4D ＋9E

lB＋1C ＋9D ＋7E

lC ＋8D ＋9E

lB＋2C ＋8D ＋7E

15 （15）

10 （15）
12（15）
10（15）

zFigUres
　in　parenthesis　are 　number 　of　cells　observed ．

yA
：tWo　terrninal　CMA （＋）reegions 　and 　a　proximal　one ，　B ：

one 　terminal　CMA （＋）region 　and 　a　proximal　one ，　C ：two

terminal　CMA （＋）regions ，　D ：　one 　terrninal　CMA （＋）region ，
E ： no 　CMA （＋）region ．

ZConfer
　Table 　1．

yA − 1 ：aproximal 　CMA （＋）region 　larger　than　tWo

terminal　ones，　A − H ：　proximal　and 　tenminal　CMA （＋）
regions 　smaUer 　than　another 　teminal 　one

，
　C − 1 ： two

same −
sized 　CMA （＋）regions ，　C − H ： one 　CMA （＋）region

larger　than　another 　one ．
x

　Average 　in　10　・ells．
w
　Figures　fellowed　by　the　same 　letter　are　not 　significantly

differen！aIP ＜0．05　acoording 　to　Duncan
’
s　multiple 　range

test．
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　ダイダ イ の染色体構成は， 15核板中 10核板に お い て ，

1B＋2C＋ 8D ＋7E で あ っ た （第 2図 1 ，皿，第 1表 ）．　 C 型

染色体 の うち 1本は，二 次狭窄部分 が大き く伸長 して お

り，
一

方 の 端部 の CMA （＋）領域が非常 に 小さ く，他の 種

お よ び品種に見 られ る C 型染色体 と は 明 らか に 異な っ て

い た ．残 り 5核板の うち 2核板で は，こ の C 型染色体に

代わ り，動原体近傍の CMA （＋）領域が非常に弱 い A 型染

色体が観察され た （第 2図 皿
，
IV ）．2本 の C 型染色体 は

染色体長が有意 に 異な り，互 い に識別で きた （第 5表 ）．7

本 の E 型染色体 の うち，染色体長の 長 い 2本は，染色体

長が有意に異な り，互 い に識別で きた．残 りの 5本の 染色

体は，長い 2本と短 い 3本に分け られた．そ の 結果，7本

の E 型染色体を 4 つ の グル ープ に分け る こ とが で きた ．

一
方の 端部 の CMA （＋）領域がやや小 さい C 型染色体を C

一
皿，狭窄部分 が 伸長 して い る C型染色体を C 一皿 とした

（第 1図 ll＞ D 型染色体は，　 CMA （＋）領域 の 大きさが中

程度の もの 4本，小 さい もの 2本，大きい もの 2本で あ っ

た．前か ら D − 1 ，D 一
皿，　 D 一皿 とし，8 核板 に つ い て

染色体長の 比較を再度行 っ た （第 5表 ）．2本の D − n 型染

色体 は染色体長が 有意 に異な り，互 い に識別で きた．E 型
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Tab 且e　3，　 CMA 　banding 　patterns　and 　chromosome 　leng重hs　in

　 　 　
‘
Yoshida −Ponken’．

染色体は最 も長 い もの 1 本の み が染色体長が有意 に 異な

り，識別で きた ，

考　 察

Classification　without 　relative 　 Classification　with 　re且ative

sizes 　of 　the　CMA （＋）regions 　 sizes 　of 　the　CMA （＋）regions

CMA 　Chromosome 　length　CMA 　Chromosome 　lengthx

bandZ 　　　　（μm ）　　　　bandy 　　　　（μ m ）

　本研究で は ， 4種類の カ ン キ ッ に つ い て ，
CMA 分染パ

タ ーン に 基づ く染色 体構 成を明 ら か に した．さ らに ，

CMA （＋）領域の 相対的な大きさを基 に ，　 CMA 型 の 詳細 な

分類を試みた．

　マ ン ダ リ ン 類に含ま れ る
‘

吉田 ポ ン カ ソ の 染色体構成

は，ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン や コ ウ ジ （Cleiocarpa　Hort．　ex

Tanaka）（別府 ら，2001）と同様に単純で ，　 D およ び E 型

染色体が合わ せ て 16本を占め た ．

　無 核紀州
’
は，キ シ ュ ウ ミカ ン の 無核の変異系で ある．

キ シ ュ ウ ミカ ン は中国原産で，古 くか ら日本で栽培され

て い る比較的古い マ ン ダ リ ン 類の一つ で あ る．無核紀州
’

の 染色体構成は，コ ウ ジ の 染色体構成 （別府 ら，2001）と

同
一

で あ っ た ，コ ウ ジ は，日本固有 の 品種で ，タ チ バ ナ

（C．　tachibana 　Tanaka）由来 の 雑種 と み な さ れ て い る．従

Tab且e　4．　 CMA 　banding 　pattems　and 　chromosome 　leng重hs　in

　 　 　
‘Mukaku −Kishu

’，

Classification　wi 山out 　relative 　 Classification　with 　relative

sizes　of　the　CMA （＋）regions 　 sincs 　of　the　CMA （＋）regions

CMA 　Chromosome 　length　CMA 　Chromosome　lengthx

bandZ　　　　（μm ）　　　　bandy　　　　（μm ）
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2Refer
　to　Table　1．

yD − 1 ：amedium
−
sized 　CMA （＋）region ，　D

一
旺 ：ale 正alively

smaller 　CMA （＋）region 　than　D − 1 ，D 一皿 ：　a　relatively

larger　CMA （＋）regien 　than　D − 1 ．
XAverage

　in　6　cells．
WRefer

　to　Table 　2．

2Refer
　to　Table　1．

yD − 1 ：amedium
−sized　CMA （＋）　region ，　D − H ：　a　relatively

smaller 　CMA （＋）region 　than　D − 1 ，D 一皿 ：a　relatively

large【CMA （＋）region 　than　D − 1 ，
E − 1 ：　common 　type−B

chromosome ，　E − H ：a　very 　small　fragment　elongated 　from

One 　terminal．
XAvelage

　in　8   11s．
WRefer

　te　Table　2．
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Fig．2．　Chromosomes 　of 　sour 　orangc 　stained　with 　Giemsa （1 ，皿 ）and 　CMA （ll　JV ）．　Scale　bar＝5 μ m ，

来 の 報告 （Guerra， 1993；Matsuyama ら，1996；Miranda

ら，
1997，BefUら，2000；別府 ら，2001）および本研究

で 扱 っ た種 お よ び品種 の 染色体構成 は 非常 に 多様性 に富

ん で お り，ス イ
ー

トオ レ ン ジ を除く種お よび品種は，同

じ種に 分類され て い て も染色体構成が 一致 し な い ．ス

イ ートオ レ ン ジ は 有性生殖を介在せ ず に突然変異 で 品種

分化 した とされ て お り，異な る品種で も同じ染色体構成

で あると考え られ る．コ ウ ジ と
‘

無核紀州
’

の 染色体構成

が
一

致 した こ と は ，両者が非常 に 近 い 類縁関係に あ る こ

とを示唆 して い ると考え られ る．

　Guerra（1993）は，　 CMA （＋）領域の位置と大き さ を指標

と し て カ ン キ ツ 染色体を 7 グル ープ に分類 して い る．し

か し，染色 の 不均
一

，写真撮影時の露光時間 の 長短，焼

き付 け の 加減な ど人為的要因 に よ り，同 じ種 あ る い は品

種に お い て も核板に よ っ て CMA （＋）領域 の大き さ あ る い

は蛍光の強さ が 異な るた め，筆者 らは CMA （＋）領域の 位

置 の み に 着目して染色体の 分類を行 っ て きた ，

　しか し，複数の カ ンキ ツ 類の 染色体 を種間および品種

間 で 比較す ると，同 じ CMA 型 に 分類さ れ る 染色 体 の 中

に，CMA （＋）領域の 相対的な大 きさが異な る もの が含ま

れ る こ とが認め られ た ，こ れは，ダイ ダイ の C 型染色体

で特に顕著で あ っ た．ダイ ダ イ の 2本の C 型染色体 の う

ち 1本は第二 次狭窄が非常に 伸長 して い た が ，
こ れ は他の

種 お よ び 品種 の C 型染色体に は見 られ なか っ た特徴で あ

り，明らか に質の異な る染色体で あると考え られた．15
核板 中 2 核板で は伸長 し た C 型染色体 （C 一皿 ）の 代わ り

に
， 動原体近傍の CMA （＋）領域が極め て微弱な A 型染色

体が観察され た．こ の こ とか ら，C一
皿型染色体は，第二

次狭窄部分 の 微弱な CMA （＋）領域が 伸長に よ っ て 認識さ

れ な くな っ た A 型染色体の変異型 で あ る可能性 も考え ら

れ，こ れまで の CMA （＋）領域の 位置 に 基 づ く 5っ の 分類

に は当て は ま らな い もの と思 われ る，CMA 分染パ タ
ー

ン

に基 づ く染色体型 の 分化 に 関 して，A 型染色体は C 型染

色体と関連性が高 い 可能性が考え ら れ る，

　さ らに ，1本の 染色体上 に複数の CMA （＋）領域を持 つ

A 型， B 型 お よび C 型染色体で は ，同
一

染色体上 の

CMA （＋）領域の 相対的な大きさ に い くつ か の パ タ
ー

ン が

認め られ た ．D 型染色体で は，　 CMA （＋）領域が 相対的 に

大きい もの ，小 さい もの ，中程度の もの の 3 つ の 型が認 め

られ た．

　こ れ らの こ とか ら，CMA （＋）領域 の 位置と相対的な大

き さを指標 と して ，染色体構成を再検討 した結果，染色

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Tab且e　5．　 CMA 　banding　patterns　and 　chromosome 　lengths　in

　 　 　 sour 　Otange ・

Classification　without 　relative 　Classification　with 　relative

sizes 　ofthe　CMA （＋）regions 　 sizes 　of 　the　CMA （＋）regions

CMA 　Chromesomelength　CMA 　Chromosome 　lengthx

bandt　　　　 （μ m ）　　　　bandy　　　　 （μm ）

399

BCCDDDDDDDDEEEEEEE123456789012345678　

　

　

　

　

　

　

　

111111111

3．95cdW4

，71a4

．34b3

．94cd3

．61de3

．57de3

，41ef3

．25efg3

．06fghi2

．86hij2

．74ij4

．07bc3

．59de3

．15fgh2

．98ghi2
．52jk2

．21kl2

，041

　

H

皿

IIIIHH

皿

皿

B

一

一

一
一

一

一

一

一

一

一

EE

　

CCDDDDDDDD

EEEEE

3，84cd4

．71a4

．40ab3

．83cd3

．44def3

，14d2

，99fgh3

．21f255hi3

．74cd3
．41def4

，17bc3

．69de3

．25ef3
．03fg2

．60ghi2

．30ij2

．09j

zRefer
　to　Table　1．

yC − H ：one 　CMA （＋）region 　larger　than　another 　ene ，　C 一皿 ：

one 　CMA （＋）region 　larger　than　another 　one 　and 　the

elongated 　secondary 　constriCtion，　D − 1 ： amedium
・
sized

CMA （＋）region ，　D − ll：　a　relatively 　smaller 　CMA （＋）region

than　D − 1 ，D 一皿 ：　a　relatively 　1arger　CMA （＋）region 　than

D − 1 ．
x
　Average　in　8　cells．

WRefer
　to　Table　2，

体長で は識別 で き な か っ た
‘
吉田ポ ン カ ソ ，無 核紀州

’
お

よ び ダイ ダ イ の D 型染色体 を 2な い し 3 の グル
ープ に 分

類す る こ とが で きた．

　核板に より細胞分裂 の ス テ ージ が異な る と考え られる

こ と，お よ び前述 した人為的要因を考慮す る と，写真上

の CMA （＋）領域の大きさを数値 的 に 比較す る こ とが妥当

で あ る と は 言 え な い ， しか し，同
一核 板 に お け る

CMA （＋）領域の 相対的な大きさ が視覚的に 明ら か に 異 な

る染色体を互 い に識別す る こ と は可能で あ り，カ ン キ ツ

染色体 の 識別 の 指標 と し て 有効 で あ る と考え られ る．

CMA （＋）領域の相対的な大きさを加味した染色体構成を

多数 の カ ン キ ツ や そ の雑種で 明 らか に す る こ とに よ り， カ

ン キ ツ 類 の 類縁関係に 関す る新た な知見が得 られ る可能

性 も考え られる．

摘　 　要

　
‘

谷川文旦
’
，
‘
吉田ポ ン カ ソ ，

‘
無核紀州

’
およびダイダ

イ の幼葉を用い て ，酵素解離法 に よ り染色体標本を作製

し，ギ ム ザ，ク ロ モ マ イ シ ン A3 （CMA ）， キナク リン マ ス

タード（QM ）で 染色 し，染色体長の 調査および CMA 分染

パ タ
ー

ン に基づ く染色体 の 分類を行 っ た ．

　CMA 染色 に お い て は，　 A 型か ら E型の 5種類の 特徴的

な分染パ タ
ー

ン が観察さ れ た．染色体構成は，
‘
谷川文旦

’

で は 3A ＋2C ＋4D ＋9E ，
‘
吉 田 ポ ン カ ン

’
で は

1B＋ 1C＋9D＋ 7E，
‘
無核紀州

1

で は 1C＋8D＋9E，ダイダイ

で は IB＋2C ＋8D ＋7E で あ っ た ．
‘
無核紀州

’
の 染色体構成

は，同 じマ ン ダ リ ン類で あ る コ ウ ジ と一致 し た．

　ダイ ダ イ で は，他 の 種 お よ び 品種で は み られ な か っ た，

狭窄部分が非常 に伸長 した C 型染色体が 観察 され た ．ま

た，同じ CMA 型 に 分類され る染色体に，　 CMA （＋）領域の

相対的な大き さ の 異な る もの が 含ま れ る こ と が認め られ

た．CMA （＋）領域の相対的な大き さ に基 づ き， 染色体長

で は識別 で きな か っ た D 型染色体 を 無 核紀州
’
で は 2 グ

ル
ー

プ に，ダイダイで は 3グル ープ に 分類す る こ とが で き

た ．

　これ らの こ とか ら，CMA （＋）領域 の 相対的な大き さ は，

カ ン キ ツ染色体の 識別 の 指標 と して有効で あ り，こ れ に

基づ く染色体構成を明 らか に する こ と に よ り， カ ン キ ツ

類の 類縁関係に つ い て新たな知見 を得 られ る可能性が示

唆された，
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